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高知県西南部豪雨災害における教訓

平成１２年９月５日から６日にかけて西日本上空に活発な秋雨前線が

停滞し，台風１６号の影響もあって雷を伴った豪雨となりました。中で

も２級河川宗呂川の浸水被害が甚大でした。

危機管理においては自助，互助，公助の連携が大事であり，

特に自助，互助の果たす役割は大きいと言われています。自主

避難を行った住民，長年培った地域の固い絆・連帯感を有する

地域コミュニティの存在，比較的早い段階で避難勧告を出した

自治体それぞれが自分の役割を果たすことによって被害を最小

限に抑えることができると考えられます。

教訓１   自助，互助，公助の連携による危機管理意識の向上教訓１


